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論文内容の要旨
原形質流動の物理的，生理生イじ学的諸性質が現在最も詳しく研究されている変形菌と車軸藻類について，
電子顕微鏡による微細構造の観察を行なったっ著者のこれまでの観察結果からは，直接斑動機構に関与し
ていると考えられる特殊な構造の分化は認められなかったが，それぞれの材料の原形質構造について種々
の興味深い知見が得られた。
第 1 部では変形菌 Physarum polycephalum の主として変形体について観察したが，そのスクレロチウ
ムについても観察を行ない，変形体の構造と比較したっ第 1 部の結果は次のように要約される。
1) 変形体の表面膜l土三層(二重膜構造)をなし，その中央は密度が低く，厚さは厳密には一様で、なし~
2) 変形体の核膜ほ厚さ数十mμ の二重膜構造をもち，核膜の孔と忠われる構造も観察される。
3) 仁と核質との聞には境界膜は認められない。
4) 変形体の核内には 10 .......， 30 個のクロモセンターが明らかに認められ，核膜または仁と特に接着する乙
となく核内にほぼ均一に分布している。
5) 変形体のミトコンドリアの内部には迂曲した管状構造と密度の高い小粒子が認められる。
6) 変形体の色素頼位法突起刀多い不盤形を呈し，内部 lま密度の高い物質で大体均一に充たされている。
7) 変形体の細1包質中には，核と同大で，内部構造が核とは明らかに異なった構造物が出現することがある。
8) 変形体の細胞質中には様々な構造の空胞様体がみられる。これを 6 種に大別して記載したう
9) 変形体の細胞質基質には径数十mμ の微細な粒子が無数に認められるのそれらは相互に連格され，全
体として網日構造をなしているものと思われる。乙の網目構造を模式化して図示したョ
10) 変形体の基質中に 1土， 散在した粗百小胞体が観察されるう ergastoplasm，コ、ソレツ一体などの構造法認
められないう
11) スクレロチウムの原形買は，径 10----30μ の多数θ塊に分割されており，各塊9問に 1ま厚さ約 0.1μ の
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膜が認められる D
12) スクレロチウムの核の外形は変形体の核と同様である。変形体の核内に明らかにみられる仁やクロモ
センターがスクレロチウムの核内で明瞭に認められない口
13) スクレロチウムのミトコンドリアも内部に多数の密度の高い小粒子を合んでいる口
14) スクレロチウムの基質は，変形体のそれに比して a般に密度が高く，核質の密度と同程度か，やや高
，目、
、4 ・ロ
15) 変形体の細胞質基質に関する観察事実と生きた変形体の、ノル・ゲ)レ状態との関係および同じ材料に生
化学的な在在が実証された収縮性蛋白質との関係について考察した口
第 2 部では1) Nitella flexilis の正常状態における節間細胞， 2) Chara braunii の節間細胞に遠心力を
作用させて原形質を細胞の一端にあつめたもの，および 3) Chara braunii から得た遊離原形質滴とにつ
いて観察しにつその結果を要約すると次の通りであるの
1) 車軸藻類の細胞店主には間隔約 50mμ の層状構造の認められることが多いの
2) 車軸藻類の葉緑体の周囲には膜があり，内部には 14J，間隔ともに約 10mμ の)再状構造がみられるが，
ゲラナの存否は断定できないの葉緑体の内部には澱粉粒と思われる構造が認められるの
3) 車軸藻類の原形質中には明らかな核， ミトコンドリア， Dictyosome，脂肪約と忠われる構造物もみら
オ1 る。
4) この他木体の同定しがたい各種の構造物が車中Ih藻類の細胞質ヰ1 に現われるの 6 種の例をあげてこれら
を記載したり
5) 正常状態にある節間細胞の細胞質は位置的に二つに分けられる。一つは葉緑体の出タ.リしている屑の近
辺の細胞質で，ここには径数十mμ の頼粒または微小胞の点在する細胞基質と佳 3~0.5μ の胞構造物
が含まれるの他は液胞に接する原形質の内層であって，ここでは径数十m!L の頼粒，または微小胞が
分散して存在し，稀に胞構造，膜構造も認められるロこの二つの領域の刊には， I~rj有を隔てる明瞭な
膜の認められることがあるロ
6) 細胞墜と葉緑体の配列している屑との聞に明隙な二重構造膜の認められる場合があるのこれは原形質
膜であると思われる。
7) Chara の節間細胞から f一号た遊離原形質滴の表両には明らかな膜が認められるの稀に二主膜構造様にみ
られるが多くは微細な粒子の集合構造を示すの遊離原形質滴にみられる細胞質基質の構造は比較的単
調であるのほとんどの部分が径 0.2μ'"'-'1μ の小胞ばかりで占められているものもあり，また 0.5'"'-'2μ
の小胞と径数 i-mlt の微小胞とが混り合ってが自;するものもあるの
8) Chara の遠心細胞にみられる細胞質の構造は，膜様構造物が極めて多く出削し非常に複雑多様である門
その中で比較的単一 Aな形態の構成要素からなる領域を 10例えらんで、記載し，全体の陵雑な構成はこれ
らの組合わせによるものと解釈したヮまにこの10例の領域相互の移行について考察した。
9) 正常状態の節間細胞，遊離原形質滴，および遠枕細胞についての観察結果から，各細胞質基質の構造
上の共通な要素は径数十mμ の微小胞と任 0.5~2μ の小胞と ， J手さ数十 mμ の膜構造て、めると認めら
れる口この共通な構成要素相互の形態的な関係について考察をおこなった。
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論文の審査結果の要旨
変形~T と1t二[軸藻類は生理学の研究にしばしば用いられる材料で，いずれにも活発な原形質流動がみられ
る。寺田君はこれらの原形質微細構造を明らかにする目的で 1954 年以来当時発展途上にあった超薄切片
法を用いて電子顕微鏡による研究を続けてきたの当初は本学理学部に設置された中型電子顕微微鏡を用い
たが，後微生物病研究所において深井孝之助教授の技術的指導をうけ，さらに蛋白質研究所で研究を発展
させたっ
寺田~J の論文は 2 からなり，第 1 部で、変形菌Physarum polycephalum の主として変形についての観察結
果を述べている。ここでは変形体の表面膜，核， ミトコンドリア，色素頼粒についての一般的所見につづ、
き，細胞質中にみられる様々な構造の空胞様体を 6 種に大別して記載した。細胞質基質中には径数十 mμ
の微細な粒子が無数に認められ，それらは相互に連絡して全体として網目構造を作っていると考えられる口
基質中には粗面小胞体が散見されるが， ergastoplasm，コ、、ルジ一体などの構造は認められなかったのスクレ
ロチウムの原形質は径 10~30μ の多数の塊に分割され，この中の核， ミトコンドリア，原形質基質の構造
を変形体と比較観察した口
第 2 部では 1) Nitella flexilis の正常状態下における節間細胞， 2) Chara braunii の遠心処理をうけた
節間細胞，および 3) Chara braunii の節間細胞から in vitro に遊離された原形質滴について観察を行な
..ﾞ_ 
fコt:.... o
正常状態の Nitella 節間細胞については，細胞壁，葉緑体，核， ミトコンドリア， Dictyosome 等の微細
構造を記し，その他細胞質中に本体の同定し難い構造物を 6 種の例をあげて記載した。著者は節間細胞の
細胞質を二つの領域にわけた、 aつは葉緑体の配列する周禄居で，この部分は径数卜 mμ の頼粒または微
小胞の点在する細胞質基質からなり，この中に径 3----0.5μの胞状構造物が含まれる。他は液胞に接する原
形質の内層であってここには径数十mμ の頼粒または微小胞が分散し稀に胞構造膜構造も認められる。こ
の二つの領域の聞には明瞭な膜構造の見られることがあるの
Charaの節間細胞から得7こ遊離原形質滴の内部構造は比較的申L調である。ほとんどの部分が径 0.2"-'1μ 
の小胞ばかりで占められているものもあり，また 0.5 ，..... 2 ，u の小胞と径数十mμ の微小胞とが混り合って存
在するものもあるの最も複雑な構造を示すのは Chara の遠心処理細胞にみられる細胞質であって，ここ
には膜構造物が極めて多く出現し，それらは多種多様な注目すべきパターンを示す。著者はそれらの中か
ら代表的と思われる 10領域を選んでー記載し，原形質構造の多様性はこれらの代表的領域の示すノfターンの
組合わせとして解釈した。またこれらの10例の代表的構造の相互移行について検討を加え，細胞質基質に
共通な要素は，径数卜mμの微小胞と，径 0.5~2/~ の小胞と，厚さ数十mμ の膜構造であるという見解に
達したう
以上寺田君の研究は変形菌と車軸藻類を材料として，最も問題の多い原形質基質の微細構造を観察の主
日標とし，乙れに細胞内器官および含有物の一般的観察を並列的に記したものである。その内容は形態の
記載を主とし，原形質の疏動と微細構造との関連は今後の課題として残されたが，約3.000枚の電子顕微鏡
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像から得られた知見を整理し系統づ、けた労作である。寺田君の研究は原形質構造に関する従来の知識によ
く適合する面と，同時にまた，解釈の困難な多数の電子顕微鏡像の提示によって問題をますます複雑化し
た面をもっている。しかしこれらはいずれも原形質構造の考察と理解に，多く貴重な資料を与えたもので
ある。
よってこの論文は理学博士の論文として十分の価値あるものと認める。
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